
一般財団法人秋田県総合公社 中長期経営計画

10年後の将来像

お客様の役に立つ事
業を企画実行する事
業集団

他の主体との連
携体制を構築す
るコーディネー
ター

強固な経営基
盤を持つ財団
法人

自ら考え、実行
できる人材が幅
広く能力を発揮
する組織

推進期間（平成30～32年度）

重点戦略

１総合型指定管理者の実現
・施設の安全管理とサービス向上
・施設の利用促進
・施設の効率的運用、総合型管理
・指定管理の確保

２自立的経営の推進
・自主事業の拡充
・新たな受託事業の開拓
・利用料金併用制の施設における利用料金
収入の確保（中央公園）

３企画力と実行力のある人材の計画的な育成と
確保

４多様な働き方により能力を発揮できる職場環境
の整備

５社会貢献事業の積極的推進

重点的に取り組む事項

１総合型指定管理者が可能となる計画的な人材育成
〔人材データバンクの構築と育成計画の策定〕

２顧客満足度調査の活用等によるサービス向上
〔アンケートによる改善の徹底〕

３自主事業の拡大
〔自主事業の拡充〕〔企画提案等による連携事業の拡充〕
〔目標の数値化とPDCAによるアクションプランの推進〕

４文化振興事業の継続
５管理業務の確保
〔管理事業の継続〕〔新たな業務獲得〕

６情報力のある経営
〔データベースの構築〕

７企画力のある経営
〔社員提案制度の活用〕

８女性活躍推進行動計画と健康経営の推進
９社会貢献事業の持続的実施

基本姿勢：３つのＣ

●Change（変化）●Creation（創造）●Cooperation（協力・連携）

事業推進のキーワード

［健康］［環境］［安全］

平成31年4月には県
の第３セクターで
なくなる

県に依存しない
自立した法人経
営の実現

計画的な人材育
成、外部人材の
採用、資格取得
支援

管理運営の一層の磨
き上げと自主事業の
魅力アップ、戦略的
な営業活動

収益性のある自主事
業の創出、新たな受
託事業の開拓、県民
会館の閉館に伴う他
施設での文化事業の
継続

得意分野を持つ他の
主体との連携

技術人材、企画・
営業人材の不足

指定管理事業の競
争激化

指定管理料に依
存する財務体質

公共施設に求めら
れるサービスの多
様化・高度化

現状と課題

県民福祉の増進や地域活性化に貢献する
持続可能な経営体

平成３０年３月

満足度の高いサービス
の提供により、お客様
から信頼され評価され
る指定管理者

急激な内外

の環境変化

新たな事業

フィールドの

可能性

求められる「変化への対応」

目的

高品質な

管理運営

魅力的な

サービスの提供
社員の意識・

能力の向上


